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 ２．３ 「不熟辞」（松下（1928）） 
 ２．４ 「字音的要素」（阪倉（1957）） 
 ２．５ 「現代漢語の語基」（宮地（1973）） 
 ２．６ 「接辞性字音語基」（野村（1978）） 
 ２．７ 「字音形態素」（野村（1999）） 
 ２．８ 「接尾辞」（宮島（1994）） 
 ２．９ 「接辞性字音形態素」（山下（2013）） 
３ 研究における問題意識 
４ 本論文の着眼点 
 ４．１ 字音形態素と語構成 
 ４．２ 語構成と節構成の関わり 
５ 本論文の考察対象と研究方法 
 ５．１ 本論文の考察対象 
 ５．２ 研究方法 
６ 本論文の構成 
 








 ２．１ 音読みと訓読みの意味の対応 
 ２．２ 出現位置と合成語の構成の違い 
３ 後項となる字音形態素の語構成 
 ３．１ 考察対象と分析方法 
 ３．２「車（シャ）」が後項となる合成語  
  ３．２．１ 合成語の意味と「車」の意味 
  ３．２．２ 「～車」の語構成における意味関係 
 ３．３「機（キ）」が後項となる合成語  
  ３．３．１ 合成語「～機」の意味と「機」の意味 
  ３．３．２ 合成語「〜機」における意味関係 
４ 字音形態素「車」「機」の共通点と相違点  
 ４．１ 音訓の対応とその違い 
 ４．２ 「車」と「機」の上位的意味と下位的意味について 
 ４．３ 合成語「〜車」と「〜機」の内部の意味関係について 
５ 合成語「〜車」と「〜機」の類似点と相違点 
 ５．１ 合成語「〜車（シャ）・〜機（キ）」の上位的な意味と下位的な意味 








 ３．２ 「家（カ）」と「者（シャ）」の機能 
４ 合成語「〜家（カ）」と「〜者（シャ）」 
 ４．１ 合成語「〜家」の意味と意味関係 
  ４．１．１ 合成語「〜家」の意味 
  ４．１．２ 合成語「〜家」の語構成における意味関係 
 ４．２ 合成語「〜者」の意味と意味関係 
  ４．２．１ 合成語「〜者」の意味 




 ５．１ 合成語「〜家・〜者」について 
 ５．２ 「〜家」と「〜者」の類義語とその違い 







 ３．１ 合成語「〜感」の使用状況 
 ３．２ 合成語の意味と前項の意味との関係性 
  ３．２．１ 身体感覚・心理感情を表す前項につく場合 
  ３．２．２ 状態・様態を表す前項につく場合 
  ３．２．３ 抽象的概念を表す前項につく場合 
  ３．２．４ 具体的物事を表す前項につく場合 
  ３．２．５ 動作を表す前項につく場合 
 ３．３ 合成語の意味に影響する要因 
４ 合成語「〜感」と名詞句「X感」  
 ４．１ 「な・の」の介入による「Ｘ感」 
 ４．２ 特殊な語構成 
  ４．２．１ 「名詞句＋感」 
  ４．２．２  文を包摂する「感」 





 ２．１ 「相言型（系・類）の語基」について 
 ２．２ 「性」について 
 ２．３ 「式」について 
 ２．４ 「風」について 
 ２．５ 問題点 
３ 「性・式・風」の語構成について 
４ 「性」の語構成について 
 ４．１ 「性」の意味 
 ４．２ 前項の品詞性と合成語「〜性」の構成 
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 ４．３ 合成語「〜性」と語構成における意味関係 
  ４．３．１ 前項が属性を表す「〜性」 
  ４．３．２ 前項が動作を表す「〜性」 
  ４．３．３ 前項が物・人を表す「〜性」 
 ４. ４ 合成語の関係性と語構成から見る傾向性  
 ４．５ 連体用法の「〜性」 
５ 合成語「～式」の構成と意味 
 ５．１ 字音形態素「式」の意味 
 ５．２ 前項の品詞性と合成語「〜式」の構成 
 ５．３ 合成語「〜式」と語構成における意味関係  
 ５．４ 自立用法と連体用法の関係  
 ５．５ 比喩の意味関係である「〜式」  
６ 合成語「～風」の構成と意味 
 ６．１ 字音形態素「風」の意味 
 ６．２ 前項の品詞性と合成語「〜風」の構成 
 ６．３ 「〜風」の連体用法における類似性の意味 
７ まとめ  
 
第５章 修飾語を構成する「的」について 
１ はじめに  
２ 先行研究と問題点  
３ 合成語「〜的」の構成  
 ３．１ 合成語「〜的」の前項  
 ３．２ 合成語の意味と文脈との関係  
４「〜性（の）N」と「〜的（な）N」 
 ４．１ 問題点 
  ４．１．１ 用語の整理 
  ４．１．２「〜性の N」は相言類に入れられるか 
  ４．１．３．連体修飾語となる「～性」と「～的」は同じか  
 ４．２ 考察にあたって 
  ４．２．１ 規定用法の認定 
  ４．２．２ 考察対象の選定  
 ４．３ 「A性」と「A的」の連体修飾関係の比較 
  ４．３．１ 自立用法と規定用法両方を持つ「A性」から見る「A的」 
  ４．３．２ 規定用法のみの「A性」から見る「A的」 
 ４．４ 「性」と「的」の類似点と相違点 
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５ まとめ  
 
第６章 変化を表す「化」について 
１ はじめに  
２ 先行研究と問題点  
 ２．１ 先行研究 
  ２．１．１ 野村（1978）、水野（1985） 
  ２．１．２ 田窪（1986）、小林（2004） 
  ２．１．３ 加納（1990） 
  ２．１．４ 影山（2007） 
３ 問題点  
４ 「〜化」の前項の品詞性  
５ 合成語「〜化」と「化」の意味と機能  
 ５．１ 「化」と「化す（る）」 
 ５．２ 合成語「〜化」の意味 
 ５．３ 合成語の意味と関わる要素  
  ５．３．１ あるものが別のものに変わることを表す「〜化」 
  ５．３．２ あるものの状態が変化することを表す「〜化」 
  ５．３．３ 複雑な意味である「〜化」 
  ５．３．４ 「用言類＋化」という特殊パターンについて 
６ 字音形態素「化」の位置付け 
 ６．１ 字音形態素の用法と自立用法の関係について  
 ６．２ 合成語「〜化」の意味と変化主体との関係から 
 ６．３ 合成語「〜化」の意味と字音形態素「化」の語構成機能 
７ まとめ  
 
第７章 字音形態素から見る語構成 
１ 形態素と語構成  
 １．１ 自立（自由）形態素と拘束形態素 
 １．２ 合成語の意味と字音形態素の意味  
  １．２．１ 合成語の意味  
  １．２．２ 語構成要素と合成語の意味 
    １．２．３ 語構成要素と語の違い 
  １．２．４ 「＋α」の意味と語構成意味パターンの構築 




 ２．１ 属性規定と合成語の品詞性 
 ２．２ 形容動詞語幹との相違について 





１ はじめに  
２ 先行研究と本章の問題設定  
 ２．１ 語構成要素と節構成要素 
 ２．２ 先行研究  
  ２．２．１ 中平（2012）、青木（2016） 
  ２．２．２ 山下（2011） 
 ２．３ 本章の問題意識  
３ 「感・式・風」の用法と意味 
 ３．１ 「感・式・風」の前接部分について 
 ３．２ 「感・式・風」の意味 
４ 「感・式・風」の語構成と節構成の用法 
 ４．１ 名詞句・文相当句に付く「感・式・風」 
 ４．２ 動詞連体形に付く場合  
  ４．２．１ 「感」の場合 
  ４．２．２ 「式」の場合 
  ４．２．３ 「風」の場合 
 ４．３ 「という」句に付く用法と語構成用法との関連性 
５ 「感・式・風」における語構成と節構成の連続性と相違点 
 ５．１ 「感」について 
 ５．２ 「式」について 
 ５．３ 「風」について 
 ５．４ 「感・式・風」の自立語性について 
６ 語構成から節構成をめぐって  
７ まとめ  
 
第９章 句・節・文に接続する「感」の位置づけ－名詞「感じ」との比較を  
    通して－ 





 ３．１ 語の連体修飾を受ける「感」と「感じ」 
 ３．２ 節・文に接続する用法 
  ３．２．１ 動詞節につく場合  
  ３．２．２ 引用節につく場合  
  ３．２．３ 「ような」節につく場合 
 ３．３ 文を包摂する「感」と「感じ」 
 ３．４ 統語的な連体修飾関係ではない「節・文につく「感」」 




１ はじめに  
２ 語から句の包摂へ  
 ２．１ 句の包摂のタイプ分け  
 ２．２ 句の包摂と複雑な合成語との関係  
 ２．３ 文相当句の包摂について  
３ 節構成における問題点  
 ３．１ 動詞句・動詞節の包摂と連体修飾関係の相違点と類似性  
 ３．２「という」と「ような・みたいな」節の違い 
４ 語構成から節構成への捉え方  
 ４．１「＋α」の意味の消失と統語的関係の明示 
 ４．２ 再分析と文法化  
５ 「的」の特殊性 
６ まとめと今後の課題  
 
終章 
１ 本論文のまとめ  
 １．１ 第Ⅰ部のまとめ（字音形態素の語構成に関して） 
 １．２ 第Ⅱ部のまとめ（語構成と節構成の関連性） 
２ 本論文の意義  
 ２．１ 語構成における意義  
 ２．２ 語構成と節構成の関連性における意義 
 ２．３ 漢語の研究における意義  
３ 今後の課題  
 ３．１ 語構成における課題  
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 ３．２ 語構成と節構成の関連性における課題  
 ３．３ 文法化における課題  





































































 ⑴ 本論文の「字音形態素」は単独で自立する用法を持たない。 







































































































































































































複雑な意味関係       内容説明の意味関係 




  名詞句の包摂   文相当句の包摂  動詞節の包
摂   
     （感・風）    （感・式・風）   （式） 
           意味関係の顕現化 
 
 





        統語的連体修飾関係の成立（形式名詞の統語的機能の獲得） 
                          
 
 
連体修飾語を受ける  動詞節につく ような・みたいな節に
つく 
  （感）     （感・風）     （感・風） 
 
       文法化（品詞範疇の変化） 
             
        助動詞へと変わる（共起の変更）（風だ） 
 
図１ 語構成と節構成の関連図 
  
「という節」につく
（感・式・風） 
語構成レベル 
節構成レベルル 
語構成における包摂 
引用節 
連体修飾節 
